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6胃癌におけるセンチネルリンパ節の検討
中川 悟 ･梨本 篤 ･薮崎 裕

県立がんセンタ-新潟病院外科

E目的】Tl,2胃癌におけるセンチネルリンパ節

(SN)の同定を行い,SNの臨床応用の可能性を

検討する.

【方法】Tl,2胃癌159症例を対象とした.SN

同定にはICGを用い,1)51例には筆順側から注

入し,2)108例には術中内視鏡にて注入した.線

色に着色したリンパ節 (GN)を摘出し,GN閣

定率と偽陰性割合を評価した.

【結果】1)[筆順側より]深速度は,PM23例,

pSM 2射乳 pPM以深4例,腺癌径の中央値は

2Aemであった.リンパ節転移は,pSM 2例と

pPM l例に認めた.GN数の中央値は3個,GN

同産率は100%であった.リンパ節転移を認めた

3例中2例でGN以外に転移を認め,偽陰性割合

は67%であった.

2)[内視鏡にて]深速度は,pM57例,pSM39

軌 pPM以深 12例,腺癌径の中央値は2.7cmで

あった.リンパ節転移は,pSM7例,pPM3例,

pSS4例,pSEl例に認めた.GN数の中央値は3

個,GN同定率は93%であった.リンパ節転移を

認めた15例や2例はGNを同産できず,GNを

同定できた13例では3例にGN以外に転移を認

め,偽陰性割合は23%であった.

【結語】内視鏡にて注入した場合の偽陰性割合

は袋膜側より良好であったが,230/Oと高くICG

色素法のみでの臨床応用は難しいものと考えられ

る.
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当科で経験したBarrette'S食道腺癌の通常内視

鏡観察所見ならびに手術例の病理所見について検

討した.対象は1987年から2006年までの食道癌

手術例 598例中の 5例ならびに近年診断 され

ESDが施行された3例,非切除化学療法例が1例

の計9例.平均年齢72.1歳,全例男性.内視鏡所

見としては全例が食道の右側壁に存在し,発赤病

変は (88.90/a)に認められ粘膜鼻の存在が

77,8%,十二指腸潰癌 ･廃疾の合併が33.4%と高

率であった.病理組織学的な検討では66.7%に

p53過剰発現が認められた.66.7%が胃腸型で

33,3%が胃型の粘膜形質を皇していた.手術例で

の病理学的な検討では60%にSSBEを認め,

40%に背景にモザイク上陽上皮化成を認めた.

Barrette'S食道腺癌現在のところ極めて稀である

も今後増加が懸念されておりさらなる症例の蓄積

と検討が希求される.

8 拡大内視鏡による低分化型胃癌 (pop+si貰)
粘膜内進展診断の検討
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未分化型胃癌は非癌上皮下を癌が広く浸潤す る

性格がある.NBI拡大観察では非癌上皮を残しな

がらも癌が腺窟構造を破壊した場合には胃小溝模

様の消某 (structuraldestructivesign:SDS)と不

整な微細血管 (intramucosalwavymierovascular

sign:rWMS)が観察される.今回これらの像が範


